
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恵庭市立恵み野小学校  保護者の皆様へ 

恵庭市タブレットパソコン運用にあたって 
以下の基本方針のもとに運用いたします。ご確認いただきますようお

願いいたします。 

１ 恵庭市で導入するタブレットパソコン・アプリケーションに

ついて 

 恵庭市で導入する「Chromebook（クロームブック）」及び「G 

suite for Education」は、文部科学省がＧＩＧＡスクール構想の

実現に向けてモデル推奨しているものの一つです。無償で

Chromebook を児童に貸し出し、学習に活用していきます。 

 

２ クラウドサービスの活用について 

 恵庭市で導入した Chromebook は、文部科学省が推奨するイン

ターネット上のクラウドサービスを活用するものです。セキュリテ

ィが強化されており、文部科学省が推奨しています。 

５ アカウント作成と管理 
 インターネット及びクラウドを使用するためには、児童一人一人

にアカウントが必要となります。入学時に、各児童にアカウントを

配付します。原則、転校・卒業するまでは同一アカウントを使用し、

転校・卒業後は使用できないようにします。 
また、アカウントの作成に当たって、児童氏名、学校名、学年等

の個人情報は、学校・教育委員会・サービスを提供する会社におい

て、厳重に管理します。第三者に提供されることは原則ありません。

また、アカウント等の管理については、児童にも繰り返し指導して

いきます。トラブル等が生じた場合には、直ちに教育委員会がアカ

ウントの使用停止措置をとります。 

３ 子どもたちの情報保護について 
 Google 社がデータ保管を行っているサーバーは、クラウドサー

ビスの中でもトップレベルの安全性を誇り、様々な脅威から情報が

守られています。 

 
４ 子どもたちの不適切なアクセスについて 

 Web フィルタリングのアプリケーションを導入しており、教育

委員会の定めたサイトへの閲覧のみを可能とします。 

６ タブレットパソコンを破損した場合 
 基本的には、教育委員会で修理、または予備機との交換対応とい

たします。故意に壊した場合や重大な過失がある場合は、別途相談

させていただく場合があります。 

７ タブレットパソコンの家庭への持ち帰りについて 
 まず学校内での使用を通して児童生徒にタブレットパソコンの

ルールを指導し、環境が整った時点で、家庭への持ち帰りを開始す

る予定でいます。すでに、家庭にタブレットやスマートフォンをイ

ンターネット接続できる通信環境がある場合は、持ち帰ったタブレ

ットパソコンを接続することができます。ご家庭に通信環境がない

場合は、ご希望によってモバイルルータを無償で貸し出すことがで

きます。ただし、通信にかかる費用は各ご家庭でご負担いただくこ

とになります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットパソコンを使
つか

う時
と き

のやくそく 

恵庭市立恵み野小学校 

学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

がよくわかり、みなさんの学
まな

びをより豊
ゆた

かなものにしていくために、タブ

レットパソコンを 上
じょう

手
ず

に使
つか

っていくことが大切です。タブレットパソコンは学
がく

習
しゅう

に

役
やく

立
だ

つ便
べん

利
り

な道
どう

具
ぐ

ですが、心
しん

配
ぱい

されることもたくさんあります。 

みなさんに安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

に使
つか

ってもらうために『タブレットパ 

ソコンを使
つか

う時
とき

のやくそく』を決
き

めました。 

一人
ひ と り

一人
ひ と り

、このルールをしっかりと守
まも

り、タブレットパソ 

コンを上
じょう

手
ず

に使
つか

っていきましょう。 

タブレットパソコンは学
が く

習
しゅう

に使
つか

います 

○このタブレットパソコンは、学
がっ

校
こう

から貸
か

し出
だ

すものです。卒
そつ

業
ぎょう

まで使
つか

いますので、大
たい

切
せつ

に使
つか

いましょう。 
○休

やす

み時
じ

間
かん

や放
ほう

課
か

後
ご

に使
つか

う時
とき

は、先
せん

生
せい

の許
きょ

可
か

を得
え

て使
つか

いましょう。先
せん

生
せい

の指
し

示
じ

のある場
ば

所
しょ

以
い

外
がい

では使
つか

えません。 
○タブレットパソコンを使

つか

う時
とき

は、先
せん

生
せい

の指
し

示
じ

をよく聞
き

きましょう。 

タブレットパソコンは大
たい

切
せつ

に使
つか

いましょう！ 

○手
て

を洗
あら

い、よく手
て

をふいてから使
つか

いましょう。 
○落

おと

したり水
みず

にぬらしたりしないように十
じゅう

分
ぶん

に気
き

をつけましょう。 
○日

にっ

光
こう

が強
つよ

く当
あ

たる場
ば

所
しょ

や、暖
だん

房
ぼう

の近
ちか

くに置
お

かないようにしましょう。 
○外

そと

で使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

には、日
ひ

の当
あ

たる場
ば

所
しょ

に置
お

かず、土
つち

や泥
どろ

、水
みず

などが付
つ

かないように 
 しましょう。 
○タブレットパソコンを持ったまま走ったり、床

ゆか

や地
じ

面
めん

に置
お

いたりしてはいけません。 
○ケーブルをぬく時は、ケーブルの根元

ね も と

をもってぬくようにしましょう。 
○タブレットパソコンを使

つか

わない時
とき

には、電
でん

源
げん

を切ります。 
○タブレットパソコンを使

つか

い終
お

わったら、電
でん

源
げん

キャビネットに置きましょう。 
○タッチペンの代

か

わりに鉛
えん

筆
ぴつ

で触
ふ

れたり、落
らく

書
が

きをしたり、磁
じ

石
しゃく

に近
ちか

づけたりしてはいけ

ません。指
ゆび

で触
ふ

れる、またはキーボードを使
つか

うようにします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

に使
つか

うために、次
つぎ

のことを気
き

をつけましょう。 

健
けん

康
こ う

のために 

○タブレットパソコンを使
つか

う時
とき

は、正
ただ

しい姿
し

勢
せい

で、画
が

面
めん

に近づかないようにしましょう。 
 （３０㎝以

い

上
じょう

離
はな

しましょう。） 
○３０分

ふん

に一
いち

度
ど

は遠
とお

くの景
け

色
しき

を見
み

るなど目
め

を休
やす

ませましょう。 

安
あん

全
ぜん

に使
つか

うために 

○学
がく

習
しゅう

に関
かん

係
けい

のないサイトにアクセスしてはいけません。 
○インターネットには制

せい

限
げん

がかけられていますが、もしもあやしいサイトに入
はい

ってしまっ

た時
とき

は、すぐに画
が

面
めん

を閉
と

じ、先
せん

生
せい

に伝
つた

えましょう。 
○タブレットパソコンには、今

いま

入
はい

っているアプリケーション以
い

外
がい

を入
い

れてはいけません。

また、入
はい

っているアプリケーションを勝
かっ

手
て

に削
さく

除
じょ

してはいけません。 

個
こ

人
じ ん

情
じょう

報
ほう

を守
ま も

るために 

○タブレットパソコンを他
ほか

の人
ひと

に貸
か

したり、使
つか

わせたりしてはいけません。 
○自

じ

分
ぶん

のアカウントやパスワードを人
ひと

に教
おし

えてはいけません。また、他
ほか

の人
ひと

のアカウント

やパスワード使
つか

ってはいけません。（不
ふ

正
せい

アクセス） 
○先

せん

生
せい

の許
きょ

可
か

なく、画
が

像
ぞう

や動
どう

画
が

を撮
さつ

影
えい

したり、録
ろく

音
おん

したりしてはいけません。撮
さつ

影
えい

・録
ろく

音
おん

する場
ば

合
あい

には、相
あい

手
て

の許
きょ

可
か

を必
かなら

ずとりましょう。（個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

保
ほ

護
ご

） 
○ＳＮＳに、相

あい

手
て

を傷
きず

つけたり、いやな思
おも

いをさせたりすることを絶
ぜっ

対
たい

に書
か

き込
こ

んではい

けません。（情
じょう

報
ほう

モラル） 
○自

じ

分
ぶん

や他
ほか

の人
ひと

の個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

（名
な

前
まえ

、 住
じゅう

所
しょ

、電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

、メールアドレスなど）をインター

ネット上
じょう

に絶
ぜっ

対
たい

に上
あ

げてはいけません。（個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

保
ほ

護
ご

） 
○タブレットパソコンで作

つく

ったデータなどは、学
がく

習
しゅう

のために使
つか

います。また、学
がっ

校
こう

で作
つく

っ

たデータやインターネットから取
と

り込
こ

んだデータ（写
しゃ

真
しん

や動
どう

画
が

など）は、学
がく

習
しゅう

活
かつ

動
どう

で先
せん

生
せい

が許
きょ

可
か

したものだけを保
ほ

存
ぞん

します。（著
ちょ

作
さく

権
けん

違
い

反
はん

） 
○他

ほか

の人
ひと

の作
さく

品
ひん

を勝
かっ

手
て

に変
か

えたり、保
ほ

存
ぞん

したりしてはいけません。（著
ちょ

作
さく

権
けん

違
い

反
はん

） 
○ＵＳＢメモリ等

とう

を接
せつ

続
ぞく

してはいけません。 

 


